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国境等での感染制御 
暫定ガイダンス 

2020 年 5 月 20 日版 

 

原文（英語）： 

Controlling the spread of COVID-19 at ground crossings 
Interim guidance 

20 May 2020 

https://www.who.int/publications-detail/controlling-the-spread-of-covid-19-at-ground-crossings 

 

 

背景 

国際保健規則 (2005) (IHR2005) が 2007 年に発効されて以降、陸上の越境地点では、空港や港と

は異なり、2 国間に物理的な構造物や壁、国境線がない場所を非公式に人が通過する場合がしば

しばあることが認識されるようになった。その上、陸上越境地点は、疾患の国際的拡大に大きく

関わっている。旅行者および国境や国境周辺で生活および勤務している人は、特に、その脅威に

さらされている。 

IHR2005 は、公衆衛生上の緊急事態の予防や準備、検出、対応を国が行う能力を高めるため、陸

上越境地点など、入域地点で対策を取ることの重要性を強調している 1。入域地点とは、旅行者、

手荷物、貨物、コンテナ、輸送機関、物品並びに郵送小包の国境を越えた入出国のための通過点

およびそれらに対して入出国に関する業務を提供する機関並びに区域をいう。 

IHR2005 で、各国は、特定の空港および港を「コア・キャパシティ」のある入域地点として指定

しなければならないと規定されている 2 が、「公衆衛生上の理由により正当化される」陸上越境

地点の指定は提案されるにとどまっている（第 19、20、21 条）。IHR2005 は、感染性疾患の予

防と制御に関して、協力する 2 国間もしくは多国間の協定を締結することを奨励しており、具体

的には、隣接する国々が、予防と制御のため日常的な対策をとるための能力、および、国際的に

懸念される公衆衛生上の緊急事態を構成するおそれのある事象を報告し、対応するための能力の

ある IHR 入域地点を共同で指定することを奨励している。 

2 国間もしくは多国間の協定にしたがい、公式の陸上越境地点を通過する旅行者、輸送機関、貨

物に対して、厳しく体系的な検査を実施している国もあれば、国境を越える比較的自由な移動を

許可している国もある。 

国境等やその周辺のコミュニティは、その大きさや密度により様々である。このようなコミュニ

ティに住む多くの人々にとって、国境を越える移動は、通勤、貿易、家族間の往来、通学、保健

医療サービス、宗教活動、娯楽、その他の理由で日々の生活に必要なものである。しかし、国家

当局が公式および非公式の陸上越境地点を十分にモニタリングできない場所では、公衆衛生のリ

スクを制御するための衛生対策が難しい場合がある。  

https://www.who.int/publications-detail/controlling-the-spread-of-covid-19-at-ground-crossings
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目的 

本ガイダンスは、以下により、国境等およびその周辺での旅行や移動、貿易による COVID-19 感

染拡大を抑えることを勧告するものである。 

1. 優先すべき国境およびコミュニティを特定する 

2. このような場所における予防と制御の対策の規模を拡大する 

 

本ガイダンスは、WHO の「国境等での公衆衛生の能力構築と国境を越えた協力に関するハンド

ブック」3 および WHO の世界的な COVID-19 対応戦略に沿って作成されたものである。 

本ガイダンスは、以下を対象としている。 

• IHR 国家連絡窓口（IHR NFP） 

• 国境等で IHR 実施を担当する当局 

• 政府および非政府組織の代表および国境等におけるそのパートナー 

• 国境等およびその周辺のコミュニティにおける疾患のサーベイランス、コミュニケーショ

ン、緊急事態への準備と対応、動物衛生、環境保健に関連する公衆衛生の専門家 

 

本ガイダンスは 2 部、すなわち、優先すべき国境等の特定、および、当該国境等およびその周辺

で重要となる準備で構成されている。また、法規の執行および計画、サーベイランス、COVID-19
が疑われる体調不良の旅行者の問診と管理、国境を越えた人口移動時の緊急事態への対応、感染

の予防と制御のための器具や備品の供給、リスク・コミュニケーション、国境を越えた協力、リ

スクモニタリングおよび動向の変化に基づく衛生対策の調整についても記述する。 

 

 

優先すべき国境等およびコミュニティの特定 

隣接するコミュニティとの国境地点等で優先すべき場所を特定するには、国境を越える人口移動

の動向を評価する必要がある。このようなコミュニティは、旅行、移動、貿易との関係が原因で

高リスクとなっており、資源が限られていることから優先順位づけが不可欠である。 

この評価では、対象国と隣接国との国境を越える活動を可視化する必要がある。これは、対象国

の公式および非公式の国境等や輸送ネットワーク、国境沿いの重要な場所を地図上で把握するこ

とで可能である。地図上には、保健医療施設、伝統医療者、市場、交通ハブ、祈祷場所、学校、

非公式な入植地、その他に国境を越えて人が集まってくる場所が示されている必要がある。現地

国の信頼できる情報提供者に、地図上に表した情報が正確であることを確認してもらわなければ

ならない。 

地図上の情報を完成させるため、次の取り組みが必要である。現地の状況に詳しく信頼できる情

報提供者たちとのグループディスカッションや聞き取りである。重要な情報提供者としては、公

式および非公式、保健衛生関連およびそれ以外の組織の人、具体的には、入国・税関・交通の各

当局、人口移動をモニタリングしている組織、輸送サービスの提供者、貿易業者、地方自治体の



非公式日本語訳 (2020 年 9 月 15 日) 
  

3 / 12 

当局、（宗教、若者、文化の）コミュニティの指導者などが挙げられる。最終的な目的は、以下

の情報を得ることにある。 

1. 公式および非公式の国境等を通過する旅行者の人数、頻度、多様性 

2. 旅行者の経路および行き先 

3. 国境等を通過する旅行者の人口統計学的特徴、出発地、目的地、旅行の理由 

4. 国境等を通過する旅行者が利用する、国境の近くや国境から離れたコミュニティの

保健医療施設 

5. 輸送機関の種類および国境等を通過する際に使用される輸送機関（自動車、電車、バ

ス、小型船、バイクタクシー、自転車など）の台数、徒歩で国境等を通過する人数 

6. 国際運輸の最初の停車地および停泊地、国境近くの交通ハブ、国際運輸の最終目的地 

7. 国際運輸の運行者、当該国のその地域における国際運輸の代表者 

8. 旅行者が互いに、または、地域のコミュニティと交流する重要な集合場所（市場や

礼拝所など） 

9. 国境をはさむ相手国の地方や陸上越境地点との関係など、隣接国と協力する仕組み 

 

つながりを完全に可視化するためには、この取り組みで得られた情報を地図上で把握する必要が

ある。 

上記のように収集された地図や人口移動に関する情報を活用し、主流となっている旅行、輸送、

貿易のつながりに基づいた COVID-19 の輸入および感染拡大のリスクが高い国境や集団、コミュ

ニティの特定への協力を重要な情報提供者に求める。優先すべき国境地点等やコミュニティを特

定するための取り組みの例としては、以下の文書に記載されている。 

• 入域地点における包括的なリスクインフォームド対策および国際保健規則の遵守に

よる、エボラウイルスの国際的な感染拡大の予防（2005）（28 ページ） 

• 南スーダン－エボラウイルス病に対する準備のための人口移動マッピング（2019） 

• エボラウイルス病アウトブレイク中のコンゴ民主共和国、ルワンダ、ウガンダの人

口移動パターン：2 つの地区でのコミュニティによる取り組みの結果－ウガンダ、

2019 年 3 月 

 

 

優先すべき国境等およびコミュニティに対する重要な準備と対応 

優先すべき国境等およびコミュニティの特定に続き、幅広いサーベイランスと準備を各々の環境

で実施する必要がある。重要な取り組みの計画および実施に際し、各環境を、国境等および国境

を越える交通ハブ、および、隣接国から輸入症例の入国するリスクがあるコミュニティの 2 つに

分類する。  
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法規の執行および計画 

実施すべき重要な取り組み 国境等および国境

を越える交通ハブ 
隣接国から輸入症例が

入国するリスクのある

コミュニティ 

IHR で指示されている、コア・キャパシティが構築されてい

る状態や権限当局の特定など、国境等において必要な衛生対

策の実施に関する国家および地域への法的要求事項を、IHR 
2005 第 19 条、附録第 1B に従って再確認する。 

X  

衛生対策の実施に関連すると考えられる当局およびパートナ

ーを特定する。 
X X 

入域地点のコア・キャパシティに関する要件を規定する IHR  
(2005) の附録第 1 に沿って、調整官や連絡窓口の指定も含

め、関連する公衆衛生緊急対応計画を作成および更新、実施

し、国境等および隣接する国境地域用の COVID-19 対応計

画に合わせて調整する。 

X X 

 

サーベイランス：早期検出 

実施すべき重要な取り組み 国境等および国境

を越える交通ハブ 
隣接国から輸入症例が

入国するリスクのある

コミュニティ 

COVID-19 に対応する取り組みの支援に動員が可能な医療お

よび非医療スタッフを特定する。例として、国境での衛生・

入国・税関の各担当者、駅やバス停の職員、鉄道やバスの乗

務員、軍人、NGO など移民収容施設の職員、警備員、移民

当局職員、非公式な指導者（コミュニティにおける宗教、若

者、文化の指導者、市場の管理者）、地域保健ボランティア

などが挙げられる。 

X X 

上記のように特定したステークホルダーに対して、以下を実

施できるように指導する。 
- COVID-19 を示唆する兆候や症状を識別し、保健衛

生当局に通知する 
- 情報の保護に関する要件に従って、さらなる精査の

ため、兆候や症状のある者に関する情報を関連する

医療従事者に伝える 
- 旅行者との距離を少なくとも 1 メートルは常に維持

する 
- WHO のアドバイスに基づき、手指衛生、呼吸器衛

生など、新型コロナウイルスに対する予防策を実施

する 

X X 

国境地点等および国境沿いで同定された感染疑い例に関し

て、地域のサーベイランスシステムに報告および調整する仕

組み／手順を明確にしておく。 

X X 
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国境地点等、交通ハブ、コミュニティで認められた体調不良

の旅行者や死亡した旅行者を国のサーベイランスシステムに

報告したり、公衆衛生の事象の確認や検査の結果、公衆衛生

の勧告に関して国のサーベイランスシステムからのフィード

バックを受理したりするために、双方向の通信回線を確立

し、維持する。 

X X 

 

サーベイランス： COVID-19 感染が疑われる体調不良の旅行者の問診と管理 

「入国地点（国際空港、港、駅）で具合が悪い旅行者の管理」を参照 

実施すべき重要な取り組み 国境等および国境

を越える交通ハブ 
隣接国から輸入症例が

入国するリスクのある

コミュニティ 

以下を明確にし、職員にトレーニングを実施する。 
- 健康スクリーニングのため、問診を行う 
- 国のガイダンスに従って症例報告書を記載する 
- 精査または治療のために搬送される COVID-19 感染

疑いの旅行者に、保健医療施設までの輸送手段を手

配する 
- COVID-19 の接触者を（地域の政策に沿って）隔離

施設に紹介搬送する 

X X 

以下に関して、保健医療スタッフに情報を提供し、トレーニ

ングを実施する。 
- 手指衛生 
- 心理的応急処置 
- 患者やその家族、同行者に対して指導するととも

に、その文化や言語にふさわしい表現で、患者や家

族、同行者が抱いている懸念に対処する 
- IHR 第 30 条－公衆衛生上の観察下にある旅行者、

第 31 条－旅行者の入域に係る保険上の措置、第 32
条－旅行者の扱い 

- 感染の予防と制御に関するスタッフと旅行者への要

求事項、旅行者のスクリーニング法、非接触式温度

計の使用法、正しい手指衛生、個人防護具（PPE）
の適正使用に関する WHO の暫定ガイダンス

5
に基

づく問診中の PPE の使用 
- 「COVID-19 ウイルスに関連する水、衛生設備、衛

生、廃棄物の管理」に関する WHO の暫定ガイダン

ス
6
に基づく廃棄物の安全な管理 

- 呼吸器症状のある旅行者への医療用マスクの提供

（可能な場合）、こまめな手指衛生の実施、問診の

実施前後および実施中、少なくとも 1 メートルの物

理的距離の確保、などのソースコントロールの重要

性 
- 咳エチケット（咳やくしゃみをする時はティッシュ

ペーパーやひじの内側で口と鼻を覆う）および手指

衛生を徹底するように旅行者に指導する方法 

X X 

https://extranet.who.int/kobe_centre/sites/default/files/images/news/G17_20200319_JA_Ill%20Traveller.pdf
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入国審査場など、ボトルネックとなっている場所で旅行者同

士の物理的距離を確保するために交通ハブを特定し、国境等

への到着時に一次スクリーニングのために公式の健康状態申

告書を記載している間も、旅行者同士の物理的距離を確保す

るための場所を確保し、安全対策をとる。 

X X 

担当者と旅行者の距離を 1 メートル確保できるスクリーニ

ング／トリアージの実施場所を明確にしておく。 
X X 

COVID-19 感染の兆候がある職員や旅行者が精査を受けるま

で一時的に隔離するため、廃棄物の管理や専用トイレの確保

が可能な場所を用意する。 

X X 

COVID-19 感染疑い例または確定例を診断し、ケアできる紹

介先としての保健医療施設を特定しておく。患者が急増した

場合にも収容能力を確保できる計画。 

X X 

集団の管理や従わない旅行者への対処などにより治安を維持

する。 
X X 

感染疑い例の保健医療施設への搬送に用いられる輸送手段を

明確にしておく。 
X X 

濃厚接触者の管理に関する国のガイダンスと感染疑い例の隔

離に関する WHO のガイダンス 7に従い、症状があり、

COVID-19 感染が疑われる旅行者を、精査および治療のため

に保健医療施設に紹介搬送する手順を確立する。 

X X 

入国地点および当該旅行者が搭乗した輸送機関の洗浄および

消毒に推奨されている対策が実施可能なサービス提供者を明

確にし、そのサービス提供者が、COVID-19 に関連する水、

衛生設備、衛生、廃棄物の管理に関する WHO の暫定ガイダ

ンスに基づいて、感染性廃棄物を適切に管理するように徹底

する。 

X X 

入国時に取得した記録の保管や保存、廃棄は、書面によるシ

ステムまたは電子システムを確立し、それに従って実施す

る。このようなシステムは、患者の秘密保持を尊重しなが

ら、公正かつ適法に運用されなければならない。 

X X 

 

国境を越えた人口移動時の緊急事態への対応 

実施すべき重要な取り組み 国境等および国境

を越える交通ハブ 
隣接国から輸入症例が

入国するリスクのある

コミュニティ 

避難民や移民など、国境を越える人口移動がある場所では、

COVID-19 緊急対応計画を作成し、実施する。旅行者の出発

地である国／地域の疫学的状況に基づいて、COVID-19 感染

拡大リスクへの対応策を作成する必要がある。集団を管理し

待機列を短縮するため、隣接国とともに国境検問所と受付時

間を調整する。 

X  
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COVID-19 に関する重要な情報については、マスメディアや

パンフレットを介し、詳細に関する問い合わせ先および兆候

や症状が出た場合の連絡先とあわせて、旅行者全員に提供す

る。集団での移動時には特に、リスク・コミュニケーション

が必要な場合もある。 

X X 

可能な限り、擦式アルコール製剤および／または石けんと水

による手指衛生を行う場所や咳エチケットに関する情報が全

ての旅行者に届くようにすべきである。個人の健康スクリー

ニングはスクリーニング／トリアージ実施場所で、次の項目

が含まれる場合がある。すなわち、非接触式体温計（ハンデ

ィ型または設置型サーモグラフィ）を用いた体温測定、兆候

および症状の評価、および、感染が確認されている国／地域

からの移動である場合は曝露履歴の問診である。「入国地点

で具合が悪い旅行者の管理」に関する WHO のガイダンス 8

に基づき、（COVID-19 感染が疑われる体調不良の旅行者の

問診と管理については、上記の項目に従う）。 

X  

旅行者の潜在的な COVID-19 感染リスクを目的地の対応チ

ームに通知するため、入国審査に関わる当局やパートナーと

協力して、旅行者の最終目的地に関する情報を収集および解

析するとともに、旅行者には、具合が悪くなった場合に行え

る対策を知らせておく。 

X  

高度感染疑い例または感染確定例を隔離し、接触者を同定お

よび追跡、隔離するため、コミュニティ／地域の当局と協力

する。 

 X 

国境を接する国々で合意した基準（国境を越える移動の緊急

事態前の状態まで有意に減少させる）に基づき、当該緊急対

応計画を計画し、実行に移す。 

X  

 

感染の予防と制御のための器具や備品の供給 

実施すべき重要な取り組み 国境等および国境

を越える交通ハブ 
隣接国から輸入症例が

入国するリスクのある

コミュニティ 
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以下のものが十分供給されるように徹底する。 
- 体温計 
- 擦式アルコール製剤または石けんと水、手指衛生に

関するポスターやその他の公式な情報、呼吸器症状

のある旅行者が利用できるティッシュペーパーおよ

び医療用マスク、咳エチケットに関する多言語のポ

スターやその他の公式な情報 
- 医療用マスクやティッシュを廃棄するための、蓋つ

きのゴミ箱 
- 家庭用の 70%エタノール消毒液など、清掃用品を

用意しておく（塩素溶液を用いる場合の濃度は

0.1%、すなわち 1,000ppm とし、溶液は使用する

日の朝に調整して、濃色の密閉容器に遮光して保管

する。その日の作業後に溶液が残っていた場合は、

廃棄しなければならない）。テーブルやコンピュー

ター、ドアの取っ手などの高頻度に接触する表面

は、70%エタノールでこまめに清掃する必要があ

る。 
- 隔離する場所には、椅子とベッドを用意しておく必

要があり、その材質は、可能であれば、プラスチッ

ク、その他耐水性の清掃しやすいものが望ましい。

また、窓および／またはドアをあけ、十分に換気す

る必要がある。 
- 飲料水およびトイレ 

X X 

感染の予防と制御のための器具や備品の供給について追跡お

よび管理を担当する職員を明らかにしておく。 
X X 

 

リスク・コミュニケーションとコミュニティとの関わり 

実施すべき重要な取り組み 国境等および国境

を越える交通ハブ 
隣接国から輸入症例が

入国するリスクのある

コミュニティ 

移動関連のリスク・コミュニケーションチームの役割と責任

を明らかにしておく。 
X X 

対象者（旅行者）に、リスクや推奨されている対策を理解さ

せ、行動にうつさせるための実践的な方法について、コミュ

ニケーションに関わる職員やボランティアに指導する。 

X X 
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脆弱性のある集団に着目して、リスク・コミュニケーション

の対象者を特定する。すなわち、国境を越える可能性や、国

境を越える旅行者と交流がある可能性の高い人である。 
- 旅行者 
- 公衆衛生の職員 
- 保健医療の職員 
- 入国、国境、税関の職員 
- 警備の職員 
- 国境周辺のコミュニティ 
- 旅行、運輸、観光業界 
- 難民および亡命希望者 
- 移民 
- 社会から取り残されている人々 

X X 

コミュニケーションに従事する者は、寄せられた質問やフィ

ードバックに基づき、COVID-19 に関する以下のようなリス

ク情報を伝える必要があり、国境の両側にあるコミュニティ

の文化や言語に合わせて伝えなければならない。 
- COVID-19 に対する防御／予防策 
- 必要に応じて、リスク評価や接触者追跡に用いる連

絡先情報を含む、到着／出発時の保健衛生対策（健

康申告書など） 
- 旅行者が旅行中、いつ、どのように、保健衛生サー

ビスや予防対策を利用できるか 

X X 

コミュニケーションチャネルの解析に基づき、電子媒体また

は印刷物（例えば、ポスター、垂れ幕、パンフレット、助言

文書）など最適と考えられる媒体を用いて、COVID-19 の兆

候や症状の認知、新型コロナウイルスの基本的な予防策など

関する情報提供を行う。識字レベルや文化的背景を考慮し、

適切な言語を用いて実施すべきである。 

X X 

多数の旅行者がいる国境等やその周辺（バス停、市場、祈祷

場所）での印刷物（ポスター、パンフレットなど）の掲示や

配布、または、公共広告などのラジオ放送など、最適なチャ

ネルを使用する。 

X  

情報が伝わりにくいコミュニティの人々に情報を伝えるに

は、パートナーにコミュニケーション活動へ加わってもら

う。コミュニティに根差した組織、その指導者やその他の重

要なインフルエンサーは、子どもや障害のある人と活動する

組織を含めることで、子どもや障害のある人へのアクセスの

助けとなる。コミュニティにおける宗教指導者や伝統的指導

者とともに活動するコミュニティのボランティアが（必要に

応じて）感染の再拡大を防ぐために対話する。社会から取り

残されている人々にアクセスするための適切なコミュニケー

ションツールを明確にする。 

X X 
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同定、紹介した感染疑い例に関して報告を要する事項につい

て明確に伝えるとともに、国内および国境をはさむ相手側の

IHR 国家連絡窓口に報告するシステムを確立する。 

X X 

リスク認知を向上させるため、苦情フィードバック機構 
(CFM) を確立し、例えば、対象者へのホットラインを活用

するなど、実際の対応を知らせるためにフィードバックを用

いる。 

X X 

 

国境を越えた協力 

WHO の「国境等における公衆衛生のキャパシティ・ビルディングおよび国境を越えた協力に関

するハンドブック」のパート B「国境等における国境を越えた協力の検討事項」を参照のこと 

実施すべき重要な取り組み 国境等および国境

を越える交通ハブ 
隣接国から輸入症例が

入国するリスクのある

コミュニティ 

国境を越えた公衆衛生関連の情報の通知を報告し、受け取る

連絡窓口を特定する。 
X X 

国境を越えて情報を共有し、協力するために重要な、以下の

要素について明らかにする。 
- 公衆衛生の事象 
- 感染拡大への対応に影響を与えかねない、潜在的な

セキュリティ上の問題 
- （リスク・コミュニケーションやコミュニティ・エ

ンゲージメントなど）共同で計画および実施するた

めの技術的な専門家や他のリソース 
- 対応に必要な公衆衛生の専門家および／または医療

従事者を、国境を越えて配置する場合に踏むべき法

規制上の手順に関する情報 
- 準備や対応について通知し、集団を管理するために

移動の規制や対象者を決定するなど、国境を越える

人口移動の受付時間や場所に関する隣接国間の協力 

X X 

公衆衛生の事象に関する情報（だれが、いつ、何を、どのよ

うに）を、国境を越えて共有するためのコミュニケーション

のプロトコルを確立する。 

X X 

 

 

リスクモニタリングおよび動向の変化に基づく衛生対策の調整 

優先すべき国境地点等、交通ハブ、リスクのあるコミュニティにおけるサーベイランスやその他

の準備が整い次第、感染拡大の動向、人口移動や地域の保健医療におけるキャパシティの動向、

公衆衛生の対策に関するコミュニティのフィードバックをモニタリングする必要がある。重要な

変化が認められた場合には、優先すべき場所や実施する対策もそれに応じた変更を要する。人口

移動は、自然災害、暴力、政治的混乱、経済危機による影響を受ける場合がある。このような事
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象は、定期的にリスク評価しておく必要がある。例えば、輸入症例を防ぐため、感染拡大の早期

から国境でのスクリーニングの実施を検討する国もあるが、その後、国内で急速な感染拡大が認

められた場合は、国境でのスクリーニングからリソースを他に移す必要が出てくる可能性がある。

リソースに制約がある状況では、このような調整が特に重要となる場合がある。 
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